
今年の４月に新しい組織を立ち上げた「青山地域コミュニティ協議
会」の皆様のお話を伺いました。

上浦地域コミュニティだより 《№６》
令和5年12月25日

を開催！

ワークショップでは、研修した中津江・直川・青山の活動について
意見交換しました。

１１月９日（木）に第３回上浦地域 新たな地域コミュニティ組織を考える会を
開催し、全ての議事が承認されました。

（議事） ・第２回考える会の振り返り ・スケジュールの変更

「中津江」
・事務局長の手腕を感じた。
・楽しんでやることが大切。
・中津江は、上浦の１０年２０年
後の姿。

「青山」
・組織がしっかりしている。
・若者が協力している。
・楽しそう。
・身近に感じる。
・女性部会がハツラツとしている。
・地域が中心になっている。

芦刈会長のお話

「直川」
・理解者・協力者が多い。
・もともとつながりが強い。
・組織づくりの基礎ができている。

「全体」
・行事を次の世代に引き継ぐため
若い人たちに今のうちから参加し
てもらうことが大切。
・絵にかいた餅にならないように、
しっかりとしないと続かない。
・まだ、よくわからない。
・楽しむことが大事とのことだが、
上浦はどう考えるのかが重要。

裏面もご覧ください。



新たな組織づくりを検討す
るために、地域の皆様のお
考えを聞く、アンケート調査
を実施することとなりました。
アンケートの内容を班別に
話し合いました。

上浦地域コミュニティだより 《№６》
令和5年12月25日

を開催！

今までの取り組みについて、振り返りを行いました。
主な意見は次のとおりです。

１２月７日（木）に第４回上浦地域 新たな地域コミュニティ組織を考える会を
開催し、次の内容が話し合われました。

（議事） ・アンケート調査について ・今までの取り組みの振り返り

・会の進め方を急ぎすぎている。
・他地域と同じような型にはめられる気がする。
上浦にあった取り組み（特色ある活動）であるべき。
・もう少しみんなに参加してほしい。（協力してほしい）。
・既存の資源を生かした活動が大切。
・若い人に夢をもってもらうことを考えたい。
・目的を持った協議会にしつつ、自立するためには、
自己資金が必要。
・意見交換会は、意見を言わないといけないと思って
人が集まらなかったのでは。まず、説明会では。

【お問い合わせ先】
１ 佐伯市役所 地域振興部 コミュニティ創生課 住民自治推進係

電話：22-4059（コミュニティ創生課直通）
２ 上浦振興局 電話：32-3111

【上浦地域】R5.11末現在(対前月)
・人口：1,610人（0人）
・世帯：883世帯（0世帯）
・高齢化率：55.65％


